
傍
楽
仲
間
達
衷
心
よ
り
の
感
謝
の
具
現
化
、
接
点
創
造
の
初
太
刀
「
れ
い
」

礼
は
、【
信
・
義
・
勇
】
を
「
身

=

実
」
を
以
て
正
し
く
示
す
「
御

縁
と
御
恩
」
へ
の
感
謝
の
表
れ
で
有
る
。
は
て
、
礼
、
に
つ
い
て

此
之
儘
続
け
る
前
に
、
傍
楽
仲
間
達
は
必
ず
疑
問
に
想
う
で
有
ろ

う
、
な
に
ゆ
え
仁
が
含
ま
れ
ぬ
の
か
と
。
先
ず
以
て
、
此
之
問
い
に

答
え
ね
ば
為
る
ま
い
。
そ
れ
は
な
ぜ
な
ら
ば
、
仁
は
、
云
う
為
れ
ば

身
近
な
人
へ
の
愛
、
愛
の
表
現
は
「
T
h
e
r
e
's
s
o
m
a
n
y

wa
y
s
to
s
i
n
g
t
h
e
b
l
u
es
」、
如
何
様
な
表
現
が
有

ろ
う
と
、
社
長
は
其
れ
は
其
れ
で
佳
か
ろ
う
、
左
様
想
う
か
ら
だ
。

他
方
、【
信
・
義
・
勇
】
は
社
会
、
即
ち
お
客
様
、
A
l
l

D
i
a
mo
n
d
s
御
仕
入
先
様
、
金
融
機
関
様
方
々
は
無
論
、
我
が

社
内
に
於
い
て
も
（
此
之
場
合
は
、
例
え
傍
楽
仲
間
達
だ
と
し
て
も
）

他
者
か
ら
要
求
さ
れ
る
も
の
。
ゆ
え
に
、
多
く
の
人
々
に
受
容
れ
ら

れ
る
型
で
表
現
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
有
る
こ
と
は
自
明
ノ
理
で
有
る
。

即
ち
、
例
え
、
盟
い
を
守
り
正
義
の
道
理
以
て
信
念
貫
こ
う
と
も
、

上
記
を
礼
容
以
て
御
伝
え
叶
え
ら
れ
ね
ば
、
人
々
延
い
て
は
社
会
に

は
受
容
れ
ら
れ
難
い
と
想
到
す
べ
き
。
正
し
く
、
と
は
、
つ
ま
り
は
、

そ
う
云
う
こ
と
な
の
だ
。

さ
て
、
其
之
、
礼
、
の
始
ま
り
は
云
う
ま
で
も
無
く
、
挨
拶
。
踵

を
揃
え
、
手
は
横
に
、
朝
昼
礼
で
訓
練
し
て
い
る
通
り
、
何
よ
り
照

れ
や
狎
れ
を
徹
底
的
に
排
除
し
て
実
践
す
る
（
未
だ
に
手
を
後
ろ
に

組
む
者
が
居
る
が
、
論
外
）。
私
達
が
、
過
去
に
例
無
く
他
に
類
見
ぬ

上
場
企
業
二
社
同
時
再
生
＋
1
の
全
身
全
霊
連
打
連
撃
連
戦
猛
進
に

て
培
い
且
つ
積
み
重
ね
て
き
た
謙
虚
な
誇
り
、
そ
し
て
何
よ
り
、
此

之
い
く
さ
の
な
か
で
出
逢
う
た
「
御
縁
と
御
恩
」
有
る
総
て
の
人
々

へ
の
感
謝
の
念
盈
ち
溢
る
る
美
し
い
礼
、
即
ち
挨
拶
を
以
て
、
私
達

の【
信
・
義
・
勇
】
を
世
に
示
し
、
挙
社
一
致
お
客
様
接
点
創
造
、

A
l
l
D
ia
m
o
n
d
s
御
仕
入
先
様
接
点
創
造
、
金
融
機
関
様
接

点
創
造
、
総
て
の
接
点
創
造
の
初
太
刀
と
せ
よ
！

代
表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
兼
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

小
野
有
理


